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－検討のきっかけを教えてください。－

　迷惑メールが目立つようになり、社員か

らの相談が増えたことがきっかけです。な

かにはメールを開封、本文のURLをクリッ

クしてしまう社員もおり、不安が現実に。

　状況が変わらな

いなか、取引先に

当社を騙る、なり

すましメールが届

く出来事がありま

した。幸い被害は

ありませんでした

が、セキュリティ対策強化の必要性を強く

感じました。

－どのような課題をお持ちでしたか？－

　セキュリティ対策の管理に負担を感じ

運用はプロにおまかせ！
安心のセキュリティ対策方法とは？

　ログ管理やレポート発行が可能となり、

ブロックされたアクセスなどがデータと

して可視化できました。万が一の際には、

しっかりと説明ができる体制となってお

り、取引先にも安心していただけます。

　ログから脅威の傾向を把握して未然防

止を徹底。感染が疑われる怪しいファイル

を検知した時には、対処・報告をいただい

ています。ウイルスに感染していないこと

の証明ができ、安心を実感することができ

ています。

－今後の展望を教えてください－

　今後はテレワークなど、柔軟な働き方に

対応できるようにしていきたいです。その

ためには、社外でも安心して業務を行うこ

とができる環境が必要です。まだセキュリ

ティ対策は社内が中心です。今後は社外で

使用する持ち出しPCなどへも、セキュリ

ティ対策を拡大していきたいです。

マネージド・エンドポイントセキュリティサービス導入事例

　マネージド・エンドポイントセキュリティサービ
ス導入により、未知の脅威に対応するセキュリティ
対策に成功した事例をご紹介します。
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課題

・個人任せにしない体制づくり

・未知の脅威に対応する防御手段

・脅威を見える化し状況把握

効果

・いつでもプロへの相談が可能に

・多様な機能で脅威への対応が可能に

・リスク対処の証跡把握が可能に

導入事例
完全版を見る

　住宅から商業施設まで、幅広く建築物の企画・設計を手がける
一級建築士事務所。デザイン性の高い建築物と、空間の提供を
行っています。

株式会社アレックス 様

ていました。セキュリティ対策の意識は社

員それぞれ異なるなかで、ノウハウもなく

不安が募りましたね。

　また、セキュリティの脅威は日々進化し

ていると知り、危機感をもちました。何が

きっかけで取引先にご迷惑をお掛けする

かも分かりません。万が一に備え、状況を

しっかり説明できる対策を、日頃から講じ

ておく必要があると感じました。

－採用の決め手を教えてください－

　重視したのは、「運用面」です。HCSさん

に相談したところ、マネージド付きクラウ

ド型セキュリティ対策サービスをご紹介

いただきました。導入から緊急時の対応ま

で、一貫して運用面を指導・サポートして

いただける「マネージド」が、一番の決め手

となりました。

－効果はいかがですか？－

　脅威から守られていることを実感して

います。アラートが発生した場合には、管

理者である私のもとにアラートメールが

送信されるようになりました。導入後、重

要度の高いアラートはありません。仮に発

生した場合でも、プロによるアドバイスや

サポートを受けることができ、安心につな

がっています。
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皆さまのご意見をお聞かせください

より役立つ情報掲載のため、 皆さまの 「気
になる」「知りたい」 コト、掲載記事のご
感想などをぜひお聞かせください。
『HCS NewsLetter ご意見箱』 への投稿はこちら→

あけましておめでとうございます。今年もお役立ち情報をお届けします。

昨年10月、大阪府の病院が「ランサムウェア」によるサイバー攻撃を受け、シ

ステム障害が発生。電子カルテが使えなくなり、手術や診療の停止など大きな

影響が出ました。業務の完全復旧には、2か月以上かかる見込みだそうです。

本号では、セキュリティ対策の運用支援サービス活用事例をご紹介しまし

た。身近に迫る脅威を感じながらも、「どう対策すればよいか？」「自力で対策を

継続できるだろうか？」というお悩みはないでしょうか。ぜひ、ご相談くださ

い。弊社がセキュリティ対策の運用を「伴走」します。（やまだ）

編集後記

情報サービス本部
情報サービスサポート部 さん髙橋  周平

しゅうへ いた か はし

HCSのよこがお

ジェクトの主担当としてメンバーを牽引

できるよう自己研鑽を行い、プロジェクト

をより良いものにしていきたいです。

Ｑ．趣味は何ですか？

　お菓子作りです。6年前、一人暮らしを

きっかけに本格的に始めました。今までに

作ったのは、マカロンやケーキなど。ほぼ毎

Ｑ．業務内容を教えてください。

　健康保険業務に関する、システムの開

発・サポート業務に携わっています。開発時

には、メンテナンスのしやすさを考慮して

います。お客さまからご要望をいただいた

際には、お客さまに寄り添った提案を行い、

信頼していただけるよう心がけています。

　今年度からリーダーになったため、プロ

週作って食べるので、体型維持のため空き

時間にはランニングをしています。今後

は、エクレアやミルフィーユ、糖質オフの

お菓子作りにチャレンジしたいです。

オンラインセミナー お知らせ

　近年『パンデミック』『サイバー攻撃』が、事業停止・遅延など、企業を脅かす

存在に。また、「『ITインフラの整備遅れ』『業務の属人化』が、事業停止に直結」

と考える企業が増加。ネットワーク・ITインフラの重要度は高まっています。

　本セミナーでは、対策のポイントを詳しく解説！是非ご覧ください。

　中小企業の猶予措置が終了し、2023年4月1日よ

り、月60時間を超える時間外労働の割増賃金率が

50%に引き上げされます。

　本改正に伴い、企業は次の対応を求められます。

　● 時間外労働時間の正確な管理

　● 割増賃金・代替休暇時間の計算

　● 残業抑制

　勤怠管理および給与計算業務の改善・見直しに

ついては、ぜひ弊社営業までご相談ください。

月６０時間超の時間外労働に対する
割増賃金率が５０％になります

詳細・お申込はこちらから　≫

＜内容＞
１．BCP対策における「ITインフラ整備」「業務標準化」の重要性とは？
２．企業活動のライフライン「ネットワーク・ITインフラ」整備によるBCP対策
３．BPOサービス活用でバックオフィス業務標準化！

11月に開催したライブ配信セミナーの「オンデマンド配信」です。視聴希望の方は、お申込みください。
配信期間：2023年3月31日（金）まで
　（受講者様の声）
　・BCP対策を考えるうえで、大事なポイントを確認することができた。
　・複数のリスクを再認識できた。
　・具体的な解決策の提示があり、よかった。 製造現場における、

原価管理の３つの課題を
解決する具体策セミナー

セミナー詳細を見る　＞

オンライン個別セミナー

中小企業は２０２３年 4月 1日から
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1 か月の
時間外労働

2023 年 3月 31 日まで 2023 年 4月 1日から

60 時間以下 60 時間超 60 時間以下 60 時間超

大企業

中小企業 25% 25% 25%

25%25%

50%

50%50%

https://www.hcs.co.jp/event/on-demand-bcp-seminar/
https://www.hcs.co.jp/event/cost-management-seminar-2212-2301/

